
 

１　交通事故発生状況

２　年齢別

３　状態別

４　事故類型別（件数） ５　道路形状別（件数）

６　違反別（１当、件数） ７　道路別（件数）

○人身事故の約48％が市道において発生している。

８　時間別（件数） ９　交番別（件数）

（年齢別傷者）

（状態別傷者）

明 石 警 察 署
平 成 30 年 3 月 15 日

交差点

90件 45%

交差点付近

61件 31%

単路

39件 20%

その他

9件 4%

自動車

117人 50%

自動二輪

12人5%

原付

26人 11%

自転車

54人23%

歩行者等

26人11%

子供

０～15歳

12件5%
若年

16歳～24歳

39件17%

成人

25～64歳

139件59%

高齢者

65歳以上

45件19%

人対車両

27件13%

自転車対車両

53件27%
車両相互

117件 59%

車両単独

2件 1%
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平成30年２月末の明石市内における交通事故発生状況は、
人身事故は前年同期と比べ減少しているが、物件事故は前
年同期と比べ増加している。
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※赤色数字は、死亡事故件数(内数)を示す。

○交差点及びその

付近においての事

故が76％を占めて

いる｡

○車両相互が59％を
占めている。

車両の主な違反 歩行者の違反

○車両の違反では、安全運転義務(前方不注視)によるものが最も多い。

外側のグラフは人身事故件数、又は傷者数の内訳を示す。内側のグラフは事故死傷者の内訳を示す。

○昼間の時間帯に人身事故が多発している。 ○大久保交番・魚住交番管内の発生が多い。

１

死者 傷者 死者 傷者 死者 傷者 死者 傷者 死者 傷者

1 235 0 12 0 39 0 139 1 45
0 317 0 18 0 46 0 200 0 53

+1 -82 ±0 -6 ±0 -7 ±0 -61 +1 -8 

成人25～64歳子供０～15歳 若年16歳～24歳 高齢者65歳以上

平成30年2月末

増　減　数

平成29年2月末

合   計
区分

年齢

死者 傷者 死者 傷者 死者 傷者 死者 傷者 死者 傷者 死者 傷者

1 235 0 117 0 12 0 26 0 54 1 26
0 317 0 139 0 35 0 41 0 59 0 43

+1 -82 ±0 -22 ±0 -23 ±0 -15 ±0 -5 +1 -17 

歩行者等自動車

平成29年2月末

自動二輪

増　減　数

合   計 原付

平成30年2月末

自転車
区分

状態

　

人身事故件数・死傷者数
物件事故件数

人身事故件数 死  者 傷  者
重  傷

平成30年2月末 199 1 235 9 936

+69 

平成29年2月末 268 0 317 13 867

-25.7 -25.9 -30.8 8.0

増　減　数 -69 +1 -82 -4 
増　減　率

区分

年

平成30年2月末

※赤色数字は、死亡事故件数(内数)を示す

※赤色数字は、死亡事故件数(内数)を示す。 ※赤色数字は、死亡事故件数(内数)を示す。

高齢者

65歳以上

1件

歩行者1
人

人対車両

1件
市道 1件
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